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■本計画の目的
守るべきものと活用すべきもの
のメリハリをつけた観光振興を図
ることが求められます。
そこで、南城市観光振興計画を
策定し、総合的・体系的な計画観
光振興を検討し、南城市として目
指す観光の方向性を明確にし、そ
れを確実に実行していくための方
策を位置づけることを目的としま
す。

•だれもが理解し、共感し、伝えるこ
とができる内容であること
•明確なビジョンに基づく具体的な
目標値の設定を行うこと
•目標実現のための実行組織の有
り方を示すこと
•目標実現に向けた役割分担を明
確にすること

■策定の留意点
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南城市観光振興計画の体系図

～観光振興の前提～
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みんなで地域を

愛する心を育む

【沖縄最高の精神文化の聖地であることの誇りと自然、
　　　　　　　　　　　　　様々な歴史・文化遺産を将来へ継承していく】
【南城市総合計画（基本構想）との整合性】
【実現性のある施策の立案と継続的な実行体制の構築】

基本理念

自然・歴史・文化が織りなすハーモニー
～ こころとからだの健康・癒し　なんじょう ～

全ての人が楽し

める「おもてなし
の観光地」づくり

自然・文化・歴史

の活用と保存と
継承

観光振興策の着

実な実行とその
体制づくり

様々な立場の人

の連携と協力

南城市の
観光振興

南城市の「強み」

を活かす
南城ブランド
の確立

１０

南城市の観光振興数値目標 １０年後(平成２９年度)

観光関連施設等利用者数を３００万人とする。



■位置づけ位置づけ

年度

観光振興
計画策定

計画見直し
期間

H19 H20

第２次計画へ観光振興計画（第１次計画）

H21 H22 H23 H24 H25 H26  H30～H27 H28 H29

前期 中期 後期

■計画期間

上位機関の関連計画等 南城市総合計画（基本構想）
■基本理念 「人と自然・文化が調和した福寿で

活力に満ちたユイマールのまちづくり」

■将来像 「海と緑と光あふれる南城市」

南 城 市 観 光 振 興 計 画

国の関連計画等
○観光立国推進基本法（平成１９年１月）

○観光立国推進基本計画（平成１９年６月）

○沖縄振興特別措置法（平成１４年３月）

○沖縄振興計画（平成１４年７月）

県の関連計画等
○沖縄県観光振興基本計画（平成１４年５月）

○第二次沖縄県観光振興計画（平成１７年３月）

南城市都市計画マスタープラン （策定中）

旧町村の関連計画等
○知念村観光振興計画
（平成１５年３月）
○玉城村観光振興計画
（平成１２年３月）

その他

南城市関連計画等

○第二次沖縄県観光振興計画（平成１７年３月）

①体験滞在型観光の推進

②特産物販売・飲食機能の充実・強化
③「南城ツーリズム」」の展開

観光の振興



①南城市としての観光施策の方向性を打ち立てる必要性がある

②実効性のある具体的な施策と取組体制を整える必要性がある

⑦観光振興に市全体で取り組むための意識改革の必要性がある

⑩観光基盤の整備改善・充実の必要性がある

③既存の観光資源や施設等を有効活用する必要性がある

④環境の保護、伝統文化を保護していくための取り組みの必要性がある

⑤情報提供や発信等の仕方を効果的かつ組織的に行う必要性がある

⑥観光振興による産業の活性化・企業育成のため、行政・企業・市民の
　連携を図る必要性がある

⑨地域の人材を育成する必要性とその有効活用の必要性がある

⑧観光客を受け入れる施設のキャパシティを増やす必要性がある

■南城市の観光振興における１０の課題



【【観観 光光 振振 興興 基基 本本 方方 針針】】

方針１方針１ 南城市の「強み」を活かす南城ブランドの確立南城市の「強み」を活かす南城ブランドの確立

久高島や斎場御嶽久高島や斎場御嶽など・など・豊かな自然豊かな自然・・様々な歴史文化遺産様々な歴史文化遺産・・「おきなわワールド文化王「おきなわワールド文化王
国・玉泉洞」などの強み国・玉泉洞」などの強みを活かし、を活かし、体験滞在交流型観光を実現します。体験滞在交流型観光を実現します。

方針２方針２ 観光振興策の着実な実行とその体制づくり観光振興策の着実な実行とその体制づくり

強みを活かす取り組み強みを活かす取り組みやや全ての人が楽しめ、やさしい観光地づくりのための観光基盤全ての人が楽しめ、やさしい観光地づくりのための観光基盤
整備、情報発信等を着実に実行していくための体制を整えます。整備、情報発信等を着実に実行していくための体制を整えます。

方針３方針３ 自然・文化・歴史の活用と保存と継承自然・文化・歴史の活用と保存と継承

多くの人が訪れることから多くの人が訪れることから壊れ壊れる可能性を減らすために、る可能性を減らすために、規制等を検討し、今ある財産規制等を検討し、今ある財産
を次世代に確実に残していくための取り組みを行っていきます。を次世代に確実に残していくための取り組みを行っていきます。

方針４方針４ 様々な立場の人の連携と協力様々な立場の人の連携と協力

観光振興への取り組みは、みんなが連携・協力することによって、より大きな効果が生観光振興への取り組みは、みんなが連携・協力することによって、より大きな効果が生
まれるものと考えます。まれるものと考えます。

方針５方針５ みんなで地域を愛する心を育むみんなで地域を愛する心を育む

大人から子どもまで日頃から地域大人から子どもまで日頃から地域資源資源と触れ合う機会などを通して、みんなが地域をと触れ合う機会などを通して、みんなが地域を
愛する心を育むことができるような取り組みを行っていきます。愛する心を育むことができるような取り組みを行っていきます。

方針６方針６ 全ての人が楽しめる「おもてなしの観光地」づくり全ての人が楽しめる「おもてなしの観光地」づくり

楽しむことは、こころとからだのバランスを保ち、健康・癒しに通じます。そのため、様々楽しむことは、こころとからだのバランスを保ち、健康・癒しに通じます。そのため、様々
な取り組みや観光基盤整備、サービスの提供などを行います。な取り組みや観光基盤整備、サービスの提供などを行います。


